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激甚化する自然災害から
命を守る

今年８月は暑かった？



福岡の日最高気温・日最低気温の推移
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日最低気温平年値

日最高気温平年値

日最低気温

日最高気温

8月の福岡
・猛暑日日数：16日
・熱帯夜日数：26日

６月 ７月 ８月

7月の福岡
・猛暑日日数：6日
・熱帯夜日数：20日

7月の福岡
・猛暑日日数：0日
・熱帯夜日数：8日

8月の福岡
・猛暑日日数：4日
・熱帯夜日数：13日

2015年：
（比較）

2016年8月の九州北部地方は記録的な高温・少雨・多照

月平均気温平年差 ＋1.2℃ 8月の高温1位：＋1.6℃（2010年）

1946年の統計開始以降

月降水量平年比 50％

月間日照時間平年比 135％

地域平均算出のために
使用する17観測地点

8月の少雨1位：25％（1967年）

8月の多照1位：135％（1994年）

1位タイ



偏西風 気圧の谷

太平洋高気圧
（北東側で強い）

気圧の谷

熱帯低気圧
発生

8月の大気と海洋の特徴（西日本高温の要因）

②上空を流れる偏西風は中国大陸北部で北に蛇行
→上空のチベット高気圧がこの付近で強まる

③フィリピン付近で海面水温が高く、
積乱雲の発生が多い
→台風も複数発生

①大気全体の温度が高い

④フィリピン付近で上昇気流として持ち
上がった空気が、中国大陸東部～西日本
付近で下降気流となり地上に高気圧をも
たらす（太平洋高気圧の一部が強まる）

⑤中国大陸東部～九州付近は、下
降気流を伴う背の高い高気圧の影
響下で、暖かい空気に覆われる
（台風の経路にもなりにくい）
安定した夏空となり強い日射の影
響で地上付近の気温が上昇し、風
が弱いこともあり海面水温が上昇

災害から命を守るために必要なこと

1. 正しい知識を身につける

2. 日頃からの備えを怠らない

3. いざという時に適切に行動する



気象の観測

九州の気象災害
主な気象災害（昭和40年代以降）

平成11年台風18号（高潮）

昭和47年7月豪雨

平成15年水俣豪雨

平成24年7月九州北部豪雨平成24年7月九州北部豪雨

昭和57年長崎大水害

平成22年奄美豪雨

鹿児島8･6水害
JR竜ヶ水駅の土砂災害
（防災科学技術研究所HPより）

平成3年台風19号（暴風

害）
管内北部全域

平成21年7月中国･九州北部豪雨

平成5年鹿児島8･6水害



九州の年間降水量（平年値）

参考
東京：約１５００ミリ

福岡:約１６００ミリ
佐賀:約１９００ミリ
大分:約１６００ミリ
長崎:約１９００ミリ
熊本:約２０００ミリ
宮崎:約２５００ミリ
鹿児島:約２３００ミリ
屋久島:約４５００ミリ
名瀬:約２８００ミリ

年平均気温偏差の経年変化



 アメダス地点で1時間降水量が50mm、80mm以上となった年間の回数（1,000地点あたりの回数に換算）。
 直線（赤）は期間にわたる変化傾向を示す。

集中豪雨の状況

気象庁の発表する防災気象情報について

特別警報(平成25年8月30日から開始)

• 重大な災害の危険性が著しく高まっている場合に発表するもの

警報・注意報

• 災害が発生する恐れ（重大な災害の恐れ）がある場合に、予想
される災害の大きさや種類に応じて気象台が発表するもの

気象情報

• 台風や低気圧、大雨などに関する現在の状況や今後の推移に
ついて、対象とする地域や状況に応じて各種の情報を発表

洪水予報（指定河川洪水予報）

• 水防活動用洪水注意報・警報だが、国民へも周知する

• 国土交通省及び都道府県と共同で行い、水位・流量を示す



気象に関する特別警報

種類 内容

大雨
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大
雨が予想され、もしくは、数十年に一度の強さの台風や
同程度の温帯低気圧により大雨となると予想されるとき

暴風
数十年に一度の強さの
台風や同程度の温帯低
気圧により

暴風が吹くと予想される場合

高潮 高潮になると予想される場合

波浪 高波になると予想される場合

暴風雪
数十年に一度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を
伴う暴風が吹くと予想される場合

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

雨に関する注意報・警報

種類 内容

大雨警報

大雨によって重大な災害が起こるおそれがあると予想される場合
 基準要素に応じて、特に警戒すべき事項を「大雨警報（土砂災害）」、

「大雨警報（浸水害）」、「大雨警報（土砂災害、浸水害）」のように、括弧
書きで表記する（H22.5.27～）。

大雨注意報
かなりの降雨があって浸水（洪水、高潮によるものを除く）や山・が
け崩れなどの被害が予想される場合
 大雨注意報は基準要素に応じた括弧書きによる区別はしない

洪水警報
大雨、長雨、融雪などの現象により河川の水が増し、そのために
河川の堤防、ダムに損傷を与えるなどによって重大な災害が起こ
るおそれがあると予想される場合

洪水注意報
大雨、長雨、融雪などの現象により河川の水が増し、そのために
河川の堤防、ダムに損傷を与えるなどによって災害が起こるおそ
れがあると予想される場合

雷注意報 落雷、ひょう、突風などにより被害が予想される場合 14



雨に関する気象情報の種類

種類 内容

全般気象情報

低気圧や前線などによって、日本国内の広い範囲で大雨とな
る可能性が高い場合に、気象庁がその旨を予告する目的で発
表する情報。 また、広い範囲で既に大雨となっているときにも、

その状況と今後の概括的な見通しを発表する。

地方気象情報
全国を11の地域ごとに、それぞれの地域を担当する気象台が

必要と判断したとき、その地域における大雨の可能性、状況
や今後の見通しを発表する。

府県気象情報
各都道府県にある気象台などが、担当する地域における詳細
な雨の状況や今後の見通しを発表する。文章による情報の他、
きめ細かな状況や見通しを画像を利用して発表する。

記録的短時間

大雨情報

各都道府県の気象台などが、数年に一度しか現れないような
1時間雨量が観測されたときは、重大な災害に結びつく場合が

多いことから、「ある地域で記録的な大雨が降っている」という
主旨で発表する。

避難勧告等の災害応急対応が必要
な土石流や集中的に発生する急傾斜
地崩壊を対象としています。

深層崩壊、山体の崩壊、地すべり等
は、土砂災害警戒情報の発表対象と
はしていません。

土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報とは・・・

• 大雨警報が発表されている状
況で、土砂災害の危険度が非
常に高まった時に、対象となる
市町村を特定して都道府県と
気象庁が共同して発表する防
災気象情報。

• 市町村長が避難勧告等の災害
応急対応を適時適切に行える
よう、また、住民の自主避難の
判断等に利用できることを目的
としている。



警報・注意報・情報の発表タイミングと防災対応の目安

土砂に関する注意報・警報と土砂災害警戒情報

避難の必要な土砂災害発生１～２時間前

熱中症の危険が特に高くなります。
特に、外出時や、高齢者、乳幼児、体調のすぐ
れない方がおられるご家庭などにおいては、水
分・塩分をこまめに補給する、カーテンで日射
を遮る、冷房を適切に利用し室温に留意するな
ど、熱中症に対して充分な対策をとってくださ
い。

県内において最高気温が３５度以上となる予想がある場合
当日朝(05時10分頃)府県高温注意情報として発表
５時に発表していない場合でも昼前(11時10分頃)に発表する場合
もある

高温注意情報



モデル化

各タンクの貯留量の合計が土壌雨量指数各タンクの貯留量の合計が土壌雨量指数

母岩

貯留貯留
浸透

表面流出

表層浸透流出

地下水流出

降った雨が土壌中を通って流れ出る様子
（イメージ）

土壌雨量指数は、降った雨が土壌中に貯まっている量を推定して
おり、土砂災害発生の危険性との対応が良い指標です。

土壌雨量指数とは

「発達した積乱雲の近づく・・・」と明記します。

落雷、ひょう等とともに、「竜巻」も明記します。

「気象情報」発表「気象情報」発表

「雷注意報」発表「雷注意報」発表

『竜巻注意情報』発表『竜巻注意情報』発表

半日～1日前

数時間前

０～１時間前

今、まさに竜巻などの激しい突風の発生しやすい
気象状況になっていることをお知らせします。

この情報の有効期間は発表から１時間です。

（情報発表のタイミング）

竜巻発生!!

竜巻が予想される場合の気象情報の流れ



火山

2008年２月６日桜島昭和火口の爆発的噴火

火山災害の特徴

•小規模噴火から地球規模に影響を及ぼ
す破局的噴火まで幅広いスケール

•いったん活動が活発化すると長期化する

•被害をもたらす現象の種類が様々
噴石、降灰、空振、火砕流、溶岩流、熱風、
地震、津波



・活火山の定義（平成15年１月２１日）

概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山 ２０１６年現在110火山

日本の活火山

管内の活火山

阿蘇山

九重山

雲仙岳

九州には18の活火山があります

九州の活火山(北部)

鶴見岳・伽藍岳

由布岳

福江火山群



霧島山（新燃岳） 霧島山（御鉢）

桜島

池田・山川開聞岳

米丸・住吉池（住吉池）

米丸・住吉池（米丸）

九州の活火山(南部)

薩摩硫黄島

諏訪之瀬島

口永良部島
中之島

口之島

九州の活火山（離島)



噴火警戒レベル噴火警戒レベル

火山監視・情報センター

●火山を２４時間監視します。

●収集したデータを解析し、各火山の活動
を総合的に評価します。
●評価に基づき、火山情報を提供します。

●活動状況の変化に応じ職員を現地に派
遣します。

主な観測機器

地震計

空振計

地殻変動観測
(傾斜計、ＧＰＳ)

高感度カメラ

火山の監視



地震

おもなプレートの位置図



世界で発生している地震の状況

陸側のプレート

太平洋
プレート

フィリピン海
プレート
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日本付近のプレート



九州地方の地震活動
２０１５年１月～１２月 Ｍすべて ２０１５年１月～１２月 震度１以上

熊本地震



熊本地震

熊本地震



地震に備える

平成24年10月6日 北里大学PPA地区懇談会 38

瞬時のデータ伝送

気象庁

地震計

海底地震計

地震波の速度(3～7km/秒) ＜＜電波の速度(30万km/秒)
震源に近い場所で検知して即時に警報を発表すれば、震源から離
れた場所では揺れが到達する前に対策が可能。

地震波地震

緊急地震速報とは



携帯電話会社
・ＮＴＴドコモ
・ＡＵ
・ソフトバンク
・イ－・モバイル民放

緊急地震速報（警報）の音源例

ＮＨＫ

チャイム音 ブザー音

・放送サービスエリア内

・系列別の音源

・全国放送

・設定しておけば、
自動着信（音、振動、
画面）

・警報エリア内

⇒ＮＨＫの統一していく動きも

40

緊急地震速報（警報）を見聞きしたら・・揺れを感じた時と同じ行動



津波に備える

速い

遅くなる

遅くなる

遅くなる

後ろの波が重なり
さらに高くなる

浅瀬でさらに
高くなる

後ろの波が
重なり高くなる

5000m 500m 100m

10m

時速
800km

時速
250km

時速
100km

時速
36km

津波の発生と伝播



津波警報、注意報

警報・注意
報の分類

表現
津波高さ予想の区分

数値 定性的表現

大津波警報

10 m 超

巨大

10 m を超える ※2

10 m 5 m を超え10 m以下

5 m 3 mを超え5 m以下

津波警報 3 m 高い 1 m を超え3 m以下

津波注意報 1 m （なし）※1 1 m以下

※1 情報文中では表記しない ※2 ｈ：予想する津波の高さ

津波てんでんこの話



•大きな地震の後には津波が来ます

•家族で地震が起きた時はどうするか話し合っ
ておきましょう
•日頃からの備えと家族の絆が命を守ります

家庭での備え
－生き延びる備えより生き残る備え－



家の近くの危険な場所を調べてみましょう!

土砂災害が発生しやすい場所
や区域に立てられた看板

大雨の時にはあぶないか
ら絶対に近づかない!

日頃の備えと早めの避難

日頃の備えと早めの避難

家の近くの避難場所を家族で確認しておく!

避難場所までの道順も決めておく!

地元市町村の防災マップ

を利用しよう!!



ど・・・・

テレビやラジオで情報を集めよう!

今何が起きているのか、これからどの

ようなことが起こるのか？

近くで災害が起きている所はないか？

ど・・・・

日頃の備えと早めの避難

災害の危険がせまっていることを知ら

せる避難勧告や避難指示が発表され

たら「早めの避難」を行いましょ

う

●家族との連絡方法(災害時に携帯は通じない!!)
○NTT 171災害用伝言ダイヤル

○auやソフトバンク 災害用伝言版

●避難場所の確認
○ハザードマップの活用

●家具などの耐震固定
○家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック（東京消防庁 平成24年）

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-bousaika/kaguten/handbook/index.html

●非常持ち出し品の準備
○食料・水などの準備

○懐中電灯・携帯ラジオの用意

●家の耐震補強
○耐震診断の実施

録音方法 １７１＋１＋自宅の電話番号（市外局番から）
再生方法 １７１＋２＋自宅の電話番号（市外局番から）

定期的な確認を

－普段からの備えを再確認ー



最後に
九州は大雨・台風常襲地域、地震、火山も

•今まで大丈夫、でも明日は分からない

正しい知識と適切な行動
•津波は引きから始まるとは限らない
•強い揺れ→津波が来る→高い所に避難、こう連想でき
た人が助かった
•地震だ! まず身の安全、無理に火を消さない

怖いで終わらせない、日頃からの備えが大事
•家具の固定、ラジオ、懐中電灯、避難場所や家族との
連絡方法の確認など

今できることから始めよう、家庭の防災


